
1

SCN-SG Safety Concept Notation Study Group
Safety Concept Description Language

SCDLの国際標準化に向けた取り組みについて

SCN-SG
ASAM-SWG リーダー

佐々木喜好
（マレリ株式会社）

2019 年 10 月 30 日

安全コンセプト記法 オープンカンファレンス 2019 名古屋
(SCN-OC 2019 NAGOYA)



2

SCN-SG Safety Concept Notation Study Group
Safety Concept Description Language

お伝えしたいこと

■背景と期待

■これまでの経緯

■国際標準化の範囲と適用

■今後の計画
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背景と期待

 International Standard

SCDLは 『国際標準化』 を目指している

ISO/IEC規格に代表されるような
遵守することが社会的責任を果たす

必須であり唯一無二

色々ある中の選択幅の一つ

『国際規格』 と聞いて思い浮かべること
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背景と期待

 SCDLを取り巻く状況

設計者

SCDLによる安全アーキテクチャ

評価・検証者

発注者

設計者

関係者

出典：SCDL仕様書Version1.4

ダイアグラムとして安全アーキテクチャを可視化・共有するのに活用されている
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背景と期待

 ツールによる支援拡大
• SCDL支援ツールが普及を強力に支援している
• ベンダー間の垣根を超えたツールチェーンが普及しつつある
• XML形式「標準データ」によるデータの交換が可能

XML形式
「標準データ」

SCDL
ツール

他の工程
支援ツール

Word/Excel
形式変換

機能安全
支援ツール
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背景と期待

 国際標準化が必要となってきた

サステナビリティ
（持続可能性）

トランスペアレンスィ
（透明性）

SCDLが果たす
社会的責任

安定した仕様を提供し続ける
• ユーザーの増加
• ツール支援の充実

安全性の担保を可視化する
• 正確な理解
• トレース可能
• 再利用出来る
• 第三者が検証可能
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■背景と期待

■これまでの経緯

■国際標準化の範囲と適用

■今後の計画
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これまでの経緯

2016年

ASAMとの
出会い

2017年 2018年 2019年

標準化母体
検討開始

SCDLの理解促進
標準化の可能性を共有

SCN-SG内
ASAM-SWG始動

【母体】
OMG, Open Group, 
ISO/IEC, SAE,  ASAM

【検討】
標準化に対する, 方向性, 
計画スケジュール、負担等の
条件と可能性を議論

イベント 開催
ASAM Regional 
Meeting Japan  2018

Japan

ASAM OEM meeting 
Japan

Japan

Workshop SCDL Munich,
Germany

Workshop SCDL Japan
ASAM General 
Assembly & Tech 
Seminar 2019

Stuttgart,
Germany

ASAM Regional 
Meeting 2019

Japan

 ASAM標準開発プロ
ジェクトへのエントリー
準備

 ASAMとSCN-SGで
の事前協議
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これまでの経緯

 ASAM－SWG
【組織】

• SCN-SG（安全コンセプト記法研究会）内に発足
• SCDLの国際標準化の準備ワーキンググループ

【ミッション】
• ASAMとの連携
• エントリーに向けた事前活動

【メンバー】
• 本研究会のOEM、Tier-1、ツールベンダー、サービスプロバイダ

などから数名の有志が参加
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これまでの経緯

【概要】
• ドイツに本部を置く
• 自動車の開発とテストにおけるツールチェーンの標準化を推進する非営利組織
• 自動車業界の非競争領域におけるオープン・スタンダードを提供

【標準化分野】
• Measurement & Calibration, 
• Diagnostics, 
• ECU Networks, 
• Software Development, 
• Test Automation,
• Data Management & Analysis,

 ASAM紹介
Association for Standardization of Automation and 
Measuring Systems （自動化および測定システムの標準化協会）

出典：ASAMホームページ資料より一部抜粋 https://www.asam.net/
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これまでの経緯

 ASAM加盟企業様

出典：ASAM Regional Meeting Japan 2019 「ASAM 2018 / 2019, June 27, 2019」資料より一部抜粋

世界240以上のOEM、サプライヤ、ツールベンダ、サービスプロバイダ、研究機関が加盟している
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これまでの経緯

 ASAMの詳細はホームページへ https://www.asam.net/
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■背景と期待

■これまでの経緯

■国際標準化の範囲と適用

■今後の計画
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国際標準化の範囲と適用

 スコープ

自動車分野などの安全関連システムの標準的な表記法

ISO 26262が求める安全コンセプトはSafety caseにおける安全
論証を支える主要成果物の一つであり、理解容易性、正確性、ト
レーサビリティ、アセサビリティーなどが求められる。

※正確性を確保するためには、ISO 26262では準形式記法が求
められる。

※ISO 26262 : Road vehicles – Functional Safety
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国際標準化の範囲と適用

 SCDL仕様

準形式記法として
文法と意味の定義

• 自然言語による各要素
の解説

• 規定項目

表記法
• SCDLの記号を定義

出典：SCDL仕様書Version1.4



16

SCN-SG Safety Concept Notation Study Group
Safety Concept Description Language

国際標準化の範囲と適用

 XML形式「標準データ」

XML形式
• 汎用性が高い
• プログラム等のライブラリが充実
• 活用促進への期待

ノードの定義のほか、ノードの属性として、共通制約事項、下位ノードの定
義、名称、座標位置、識別idなど幾つかの情報を定義

出典：SCDL仕様書Version1.4
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国際標準化の範囲と適用

 公開範囲（提案中）

 SCDL仕様 ⇒ 公開

• 安全性を担保するためには、世間一般が
知り得る情報でなければならない

 XML形式「標準データ」 ⇒ ASAM会員限定

• ツールベンダーが実装する領域
• 標準化への貢献者のベネフィット
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■背景と期待

■これまでの経緯

■国際標準化の範囲と適用

■今後の計画
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今後の計画

 ASAM標準開発プロセス

P:
Proposal
Phase

D:
Develop-
ment
Phase

C:
Review
Phase

R:
Release
Phase

Pre-working
ASAM及び

SCN-SG内で
事前協議中

Now

★
Public

Release
(公開)

2021年初夏まで
には公開

提案書をまとめる
ASAMへ提出する

標準仕様を
書く

ASAM
レビュー

公開
準備

2020年1月

★
Proposal 
Workshop

2020年1月末 開催予定
ASAM HPで告知される
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まとめ

【国際標準化について】

• ASAMで実現

• SCDL仕様（公開予定）

• XML形式「標準データ」（ASAM会員予定）

【今後の計画】

• 2020年1月プロポーサルワークショップ予定（誰でも参加可能）

• 2021年初夏頃までに公開予定
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ありがとうござました

以上
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